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第5圖（B）比抵抗分布圏

　　抗は珪化幣或は石英粗面岩等の物質の分布によるものと

　　考えられるが・薪舞床の存在を推定し得る程の徴候は認

　　められないo「サ22一タ23」・「ス45」附近の低比抵抗は其周
駒

　　園に較べて特に著しい攣化を示しているもゐでもない』

　　が，第4圖を滲照すれぱ「ス45」附近1とは一鷹鑛床賦存

　　を推定してもよいと考えられ砺．
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第6圖、比抵航分布圖

本鑛山で實施した電氣探鑛法は自然電位法及び比抵抗

　　　　　　　　　　　　　　　　ノ法である。其結果自然電位法により「サ34」「ス42」附近

に飴ら顯著ではないが負中心を認め，叉比抵抗法でも飴

わ題著な微候は得られな参づたが，爾結果を考究して“

鷹こ，の附近に潜在鑛床を推定し得るの宅，之に封しては

更1こ探鑛雛める必要があるもの．と考魑れる。其爲に

は先づ試錐を實施することが適當であり，その地黙とし

て1嫉「サ34」・「ス40」附近が最輝と考えられるσ、1「

雑　報　欄
553．623：550．8（521．22）

茨城縣常陸太田町附泌の天然畦砂

　　　〔位置・交通〕
　　　　　　　カツミゴウ　　　　トコシ
　　『茨城縣久慈郡金郷村中利員附近一一蕾。常陸太田町の北

　　聖西12kmで，バスの便がある○

　　　〔地質及び珪砂暦〕’

＼　　　、地質は第三紀暦の凝准岩質頁岩からなり，極めて緩ぐ

　　西に傾斜し』ているoこれを覆つて珪砂層及ぴ，礫暦が襲

　　蓬するが，之を敏く場合もある。、珪砂暦は礫暦の下部に

　　2m乃至4～5mの厚さで存在するもので，頁岩の薄暦

　　を敏枚爽有し，又礫暦に近い部分は小礫を混えているo
　　　　　　　　　　　モ　　問題の漸雌郷村晒9南西6～7・・m碗駆醗
　　約100m位の範園内は礫暦を敏き，天然に水洗された白

　　色珪砂が地表を覆つているb1ケ所試掘の結果は地表か

　　ら深さ2間以上珪砂層が連綾し，下部の方が比較的色が

　　自い，と云浄）れるが，これは小珪砂暦の中心部に鴬り，偶

々表土が極めて薄いどころと推定され，他の観察し得る

霧頭に於ては悉く珪砂暦は薄《且品位が極めて低い。叉

厚さ2m乃至4m位の礫暦に覆おれてい為勝が多い。、

〔珪砂〕

今回の調査範園では珪砂は全薩として赤福色を呈し，

粘宰，長石，珪岩礫，頁岩礫、角閃石等不純物を多量に・

混えている。珪砂拉は1mm程度域下で微粉を混え，透

明な石英粒である。良質と見られる部分を充分水洗した

もの」分析値は次の通りである。（分析は徳永ガラス株

式會肚）

　SiO2Al203Fe203CaO＋MgO　AIKali
　92．13　　4．54　　　0．16　　　　0．62　　　．　　2．10

この値は鐵分少く｝や瓦良好であるが，鑛床全膣として．・

ばこのような都分は極あて少ないと見られる。
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、

＼

　〔結論〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　本地域の珪砂は品位低く，量も充分期待出來なy・ので

ガラス原料用にはならない。錆i物用珪砂としては此種低

．品位珪砂は，他に多くの産地があるので，本地域の珪砂

を新たに開叢する必要は認められない。（妥齋俊男）

ノ

553．31：550．8（521．竃2）

岩手縣和賀仙人鑛山報告（昭和罪年2月調査）
　　　　　　　　齢　　　　　　　　　　　　　、

　〔内容：目次〕一

　亙緒言，、聾鑛鼠位置及び交通M地形及び地質慨説ぞ

　W地質各説，V鑛床概読，雁鑛石の一般的性質，瓢品

　位及び鑛量，圃鑛床の成因考察，以鑛床各読，X澹

　　　　　　　　　　　ノ　革及び現況，皿開叢及び探鑛に封する意見（附圖4葉）

　腰約〕
　　　　　　　　　　リ　ロ
　和賀仙人鑛霞は岩手縣和賀郡岩崎村・同湯田村にあつ

て，附近は角尻凝友岩（第三系）あ基盤をなす古生暦と

そあ中に甦入する花歯閃線岩乃至石英閃線岩からなり，・

、第三絶の石英粗面岩の岩脈は主として古生暦中を貫く。

　553．435＋553。44：「550．8（524）一　　　執

　鑛床は舌生代石友岩と遜入岩との境に叢輩するスカル

ン帯中に胚胎する石英賑を件ぢ雲母鐵鑛の鑛染乃至交代、

．鑛床で，球状，レンズ訣，筒状の鑛瞠をなす，

　鑛石中の脈石としてば石英，緑泥石を主とし，其他友1

鐵輝石，縁廉石，類榴石筆のスカルン鑛物がある。鑛石

．鑛物としては雲母鐵鑛の外に黄鐵鑛を含み，叉黄銅鑛9

少量を含むことがある。本鑛床はスカルン化作用に引績

く熱水期の所壼と考え歩れる。

　鑛量は遠亭鑛床下部，上部の残り主要部である。（高

畠彰）

北海道北見國伊察串鑛山概査（昭和22年6月調査）

　　　　　　　　　◎

〔内容回次〕

（1）緒言，（2）位置，李通及び地形，、（3）地

質，（4）鑛床，（5．）品位及び鑛量（6）鱈革及、

び現況，（7）謹額，（8）結語（附圖3葉撫

〔要約〕

伊奈牛鑛山には金銀鑛床，．銅錯亜錯鑛床等約8箇の鑛

床群隅るが滋ゆ燐として三號坑に就レ〕て調査報告
『
す
る。本鑛床は中生暦と云われる粘板岩・砂岩及び之に

選入する玲岩類貴脈酋に獲達する細い石英脈で・与本の

李行脈があるo：其中2本は開叢され，他は探鑛中である。

爾探鑛蝕地は多い5當時日産目標130埴で，浮選により銅・

錯・硫化鐵鑛の註種が精鑛として得ら』る。　（伊藤昌介〉．

　　　　　　　　　o

553・497・1：550・8（522・郵）

　　　　　大分縣三菱尾平鑛山附近の地質鑛床（硯鑛ぞ目的とする）調査報告（昭和22年9月調査）

へ

　〔要約〕　　　　　、　　　　　　　　’

　三菱尾手鑛山は古生暦・石英粗面岩・安山岩・花歯岩・

花嵩斑岩を母岩とす為鑛床であ巻。鑛床嫉錫本鏑・寧砒

・
．
脈
の二主脈からなる。錫・銅・・砒・硝素の複離鑛脈であ

る。銅砒騨は硫砒鐵鑛・黄銅鑛・・閃亜錯鑛・硫錫鑛・方

曽錯鑛・黄鐵鑛等よりなぢ．脈石は石英で稀に電氣石を含

む。品位ほ李均As8．0％，Cuユ．8％程曄で，鑛量は下部

庭期待し得る。現在は硫砒鐵鑛・黄銅鑛を浮選採取す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（伊藤恭）．

‘
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